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r2019年・学習計画書」について
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これとは反対に、一般社会では、「貪欲極まりない、世俗的な知識欲」
と明言しますが、「貪欲極まりない、世俗的な知識欲」を追求するべく.

識"す ら身に付くことはありません。
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生井利幸の弟子の場合、学術として「組織的・系統的に知識
も堅実な勉強方法です。
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を満たす目的で勉強する人が多いでしょう。師は、はっきり
勉強し続けると、残念ですが、学習者の意図とは逆に、''知

「

本稿に於いて、師は、「世界の教養人が捉える一つの知恵」を紹介します。

"Greedy greed for knowledge is ugly." 'DiG'"T" '1o;'i;i't;i' + frfrt' r "
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。ヽ提出後、師がその場で確認。
てください。

弟子たちは、2018年 12月 の第1回目の英語稽古にて、 「2019年 ・
見直し・修正等が必要な場合は、もう1週間かけて再作成し、12月
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師は、常に、「最高の学びの機会」を賦与し続けま
自分の血・肉・骨の中に入れていってください。

) 11q { rc'oe N tra ^ y4

であ工うitし て 夕lタスマ人 ｀``う口Y
向きからaぅ ・` ろえうの。ヽ、と、、ら
ネ後象t aべうしてくr〔

｀`ご)で 1ヽる 。

では、11月 の第4週目に、ジョヴアンニ・ピエルルイージ・
12月 に入っても、さらに、特別イベントが続きます。弟子

できる限

「濃厚なる年末」を過ごし、2019年 は、さらに、「実り豊かな美しい一年」としてください。
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HOME>弟 子専用ページ

幸の弟子は、常に、英会話道場イングリッシュ
いる学校の全体像を把握することなく、与えら
てしまう。
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英語道弟子課程 基盤学習ページ

『普通的精神』を礎とした基盤学習

弟子は、以下に掲げる学習内容について、ローカルな損得勘定・計算等を排除して「清らかな心」を基盤として勉強に勉強を重ねなけ
れば、普遍的な立ち位置の下で、「本質」(the essence)、 及び、「真理」(the truth)の 探究の道を歩むことは不可能である。

生井利幸の正式な弟子になるためには、英語道弟子課程・弟子選考試験を受験することが必要である。弟子選考試験の受験準備には、
通常、3ケ 月という期間を要するが、この3ヶ月は、仕事にたとえれば、「3ヶ 月間の試用期間」という意味を成している。弟子選考試
験は、所謂「試験」であるが、「試験を受けるまでの3ヶ月の間、どのように勉強し、どのように講師とコミュニケーションを図って
きたか」ということは、弟子の選考において極めて重要な要素・意味を成すものである。「弟子になれるかどうかは、講師が決めるの
ではなく、弟子選考試験を受験する本人が決めるものである」という指導内容には、そのような意味合いが包含されている。

生井利幸は、一事が万事において、「普遍的、且つ、公平無私な学問の精神」の下、どのような弟子選考試験受験者に対しても、『神
の普通的精神』(the spirit of God)を 基盤として、すべて公平無私、旦つ、平等に選考している。それ故、弟子選考試験受験者が弟子
になれるか否かということは、「そのすべては、受験者本人における勉強の姿勢にかかっている」と明言できる。

◆必須の基盤学習  イ1 'ヨ 磁|:/4「:チ
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く1> 生丼利幸著 r人生に哲学をひとつまみ」 (はまの出版)
1)rすべての学問の基礎は哲学である」、2)「『世界レヴェルの英知・美意識』構築の基礎は哲学の学習経験に存する」、 ・・・生
井利幸の弟子は、一事が万事に於いて、このことを念頭において勉強すること。言及するには及ばないが、生井利幸が世に出した哲学
書 。「人生に哲学をひとつまみ」のノート作成は、生井利幸の弟子においては最も重要となる根幹基盤学習である。

く2> 生井利幸公式サイト ーーヤ |[1ら チ(サ イ|う り`   予「 |ア′イ、  |夕 争ひガ喘イ|'● アプちたク
時々、何かのついでに生井利幸公式サイトを見ている弟子 (弟子選考試験受験者)は、弟子として、生丼利幸の哲学・精神を引き継ぐ
ことは不可能である。英語稽古 (レ ッスン)の前日、あるいは、当日に、講師に叱られないように公式サイトを閲覧する弟子は、言う
なれば、「平均的受講生以下の心のステージの持ち主」であり、「偽りの弟子」である。講師は、弟子が講師の指導通りに勉強をして
いない場合、実際にはその真実を見抜いている。見抜いてはいるが、通常の場合、本人の勉強の姿勢が改善されるまでの間、「地球規
模の愛情」でそれを静観している。

く3> 英会話遭場イングリッシュヒルズ・ウェプサイトィィラ フ
'コ
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英会話道場イングリッシュヒルズ・ウェブサイ

イ下らさ11千バ0う 12あ′〕りあるにt√こ1均な
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卜は、様々なページで、必要|
ヒルズ全体の様相・有様につ
れた教材だけを学習するだけ

すべての受講生・弟子において、重要根幹教材「レッスン日記」α《≡
卜鯵声を行うことは、

「最も堅実な学びの道」となる。

=L_重要教払_□zニュラ生L劃ヨ垢己ょ_2触蹴主__二剛艶旬教養α賑囀!_壺憶i立二五
(計6ページ (PD局 )

く5>[特 別購義]『国際的教養 。品格を備えた英日バイリンガルヘの道』
「特別講義ページ」は、「レッスン日記」と同様に、英会話道場イングリッシュヒルズ全体の根幹重要教材である。通常コース受講生
はもとより、英語道弟子課程弟子になっても、「特別講義ページ」の学習は、英語音声講義、及び、文書教材共に、それぞれ、交互に
VoL lか ら順番に学習をすることが必要不可欠である。′|、 ..      ./ ,′
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く6> 英語道弟子課程・弟子専用ウェプサイト ~ 111.:′ 、r   ・  ::´γ lラ ク
||ヽ
イ‐ .

弟子たちは、まず第一に、必,).`1)「英会話道場イングリッシュヒルズ・トップページョにアクセスし、その後、 、(2)「英語道弟
子課程・弟子専用ウェブサイト」に入ってください。生井利幸の弟子たちにとって、自分たちの学びの中心核である英語道弟子課程・
弟子専用ウェブサイトに毎日、頻繁にアクセスし、
学習経験である。

く7>生丼利幸著『エレガント英語74」 (と りい書房)⇒ ′ソしずらJYめ る 手ゲIJ全 こ場者き写す
生井利幸の英語を学習・習得するには、「エレガント英語74」 の学習経験が必要不可欠である。但し、「エレガント英語74」 の勉
強のスタート時期については、弟子によってこれまでの学習の流れがあるので、スタート時期、勉強方法については、講師と相談の上
で決めることとする。   ブ ジ 浚 なし χる のケ そ 侯 激 した tl

く8> r世界レヴェルヘの島 → 業多多ち

'多

Йた のあろ曰1寸 lθθ曰7え 、ヽて 7えムモしたtl。

「世界レヴェルヘの道」は、英語道弟子課程・弟子専用ウェプサイトに掲載。本教材は、英会話道場イングリッシュヒルズで学ぶすべ
ての学習者にとっての重要根幹教材・「レッスン日記」と同様の重要性を持つ教材。弟子は、 (1)「 レッスン日記」と同時進行で、
(2)「世界レヴェルヘの道」の学習を進行。                     ヽ r ‐  ́ ´` ´̂  ́ ―́́´ ――

に応じて、加筆・修正、再編集を繰り返している。生丼利
いて詳細 が必要である。師が運営して
では、 という見識の狭い有様に陥っ

「世界レヴェルの英知・美意識」の中に自分を置き続けることは、まさに、必須の
へヽ′´ンV
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『2019年・学習計画書』について <2>→ このし欠▼,アび孝えこ、
千功和為■ィ多r嗜

iち

→ラ衝雹

いて、1毎通、′(吏互上:学:習。「英語音声講義」は、1

ョン、反:び、(菫妻ポインタの整理。

英語道弟子課程で学ぶ弟子たちは、2019年 を迎えるにあたり、2018年 12月 の第1回 目の英語稽古にて「2019年・学習計画書」を提出してく寧」Twゝ:η竺「ぅ異行を言爾ぞ宅「不fさし)。
ス ン

トピックを学習。まず最初に、教材をプリントアウトして、紙の上で、<線を引く。メモを書く>等をしながら精読。そ
ノートにしっかりと整理。

ンガルヘの道」
「文書教材」につ

ィクテーシ

3 世界レヴェルヘの道
「世界レヴェルヘの道」は、レ.ッ 丞ンJ調堡聾_当する重要根幹教材です。ス
クを学習。まず最初に、教材をプリントアウトして、紙の上で、<線を引く
かりと整理。記述の中に、英語音声講義があった場合は、英語音声講義は、
に一緒に取り組もうとすると、時間的に無理が生じ、勉強が"雑"になり、

タート時の古い日付から、順番通りに、亀週 1つのトピッ
。メモを書く>等をしながら精読

「
■のイ髪:言ブ=卜 にしっ

別の1週間を使って勉強してください。要領良く、一度
「勉強の質」が低下します。

「世界レヴェルヘの道」は、「レッスン日記」と同様に、専用のノート (フ ァイル)を用意してください。何年も勉強し続けていく
と、勉強成果が蓄積され、自分独自の「世界レヴェルヘの道」ノートを作り上げることができます。このノートは、生井利幸の弟子
が「世界的教養人」になるための根幹的重要教材です。

毎週、リポートして提出が必要。→冷口°`り晟″'11′ ス́ て″洛
′
′しごして /― 卜1171′ 、″ず二` ・` J6・

4「概説ページ」の学習
現在、「概説ページ」には、テーマ別に、21ページあります。学習方法は、1ページ分すべてを印刷。1ページには、LL≦IP壼 Q`項

「21ページの中の1ページ」を学習中、ページにある項目ごとの学習と英語音声講義を同時に行う必要はありません。順番にした
がって、 つ の 少しずつ学習してください。

れろノ′り

―

===

概説ページの勉強は、生井利幸の弟子として、極めて重要な勉強です。時間がかかっても大丈夫ですから、少しずつ、丁寧に勉強を
進めてください。

毎週、リポートして提出が必要。

5 :=:ntroduction to the Biblel:(墨 11ル 『ヽ電)

ぐ三星l甲のlntroduction to the Bible・は、受講後、しっかりと復習夕て、2_ポートと望て星些pてください。
6 英語稽古の復習ノ
ボイスレコーダーに録音した音声データをフル活用し、「師が賦与した教授内容」についてのディクテーション、及び、重要ポイント髪要に

;F多 ]く
ださい°      ~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~

7 r生丼利幸著『人生に哲学をひとつまみ』ノート」の作成
学問の基礎は哲学であり、且つ、組織的、且つ、系統的教養の基盤となる学習ですので、この学習は極めて重要な学習です。

8 指定 。英会議テキストの学習、及び、音読の練習

9 その他、師との間で決定済みの学習の確認  ″ チベネ呻?レV々τ Y′ べ殊サ7ガ :畜 去力彦封え
ヽ

「生井利幸公式サイト」に掲載されている教材の学習、音楽鑑賞のプロジェクト、その他、師との間で約束した学習課題等について
の確認。あるいは、師が作成・掲載した教材の中で、「勉強したい教材」がある弟子は、自分から提案してください。

→ゲfキクであうしろ子(｀ |`'ソパ′トアょ日手フくぅ。シz橿プにのマ,ぅ (・ α《えグう

ノート
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10 2019年 の学習に対する抱負、及び、決意 (日本田で執筆)

補足 :

2018年 11月
された

基盤学習ペー
しています。

現在、す の 弟子たちが、「基盤学習ページ」に入ることを許可されています。
の学習 してい こと r基盤学習ページ」も、毎日、
物"の よう 生きた教材」です。師は、 ペ ー いても、新教材・刷新教材等、頻繁に、掲載

は

てくださし


